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結果，20.2mm と算出され，臨床的に用いる際の値としてカットオフ値を 20mm とした。
これを「高口蓋」の定義とした。  
②口蓋の高さと摂食パターンの関係  
Χ 2 検定を用いて人数分布を算出した結果、高口蓋の人は咀嚼が有意に多かった。ま
た、高口蓋でない人は押しつぶしが有意に多かった。 
③口蓋の高さと舌圧の関係をみると、高口蓋群はそうでない人に比べ舌圧が低かった。 
④高口蓋でゼリーを咀嚼して摂取する人の口蓋に口腔用ワックスを貼付して模擬舌接
触補助床（PAP）を装着すると全員が押しつぶしパターンに変わった。  
【考察】 
半固形物を押しつぶして咽頭に送り込む行為は、口蓋前方部から口蓋中央部の最大口
蓋高位置にかけて舌を徐々に押しつけることによってなされる行為で、口蓋が高いこと
と舌圧が低いことで食物の押しつぶし動作が遂行しづらく、咀嚼パターンの方が遂行が
容易となったと推測された。高口蓋の影響で半固形物も押しつぶさずに咀嚼するパター
ンで口腔内処理がなされれば、固形物の咀嚼パターンと同様 StageⅡtransport（自動的
に咽頭に送り込まれ、食塊形成が咽頭でなされる）で咽頭に送り込まれることが今回の
研究で明らかになったと思われる。我が国において段階的摂食訓練はゼリーのような半
固形物を開始食として設定し、べたつきやざらつきを考慮して難易度をあげ、次いで
ペーストやミキサー食、咀嚼が必要な固形食へと設定している場合が多い。摂食･嚥下
障害患者の直接訓練においては、できるだけ StageⅡtransport の危険性を回避する食
べ方の提唱が必要となる。咀嚼嚥下の欠点をカバーするし半固形物を咀嚼する人の摂食
パターンをより安全な押しつぶしパターンに変えるには、口蓋の高さを低くする PAP が
有効であることが明らかになった。この見極めのためにはプリンを用いたフードテスト
のスクリーニングの中に、押しつぶしか咀嚼パターンかの項目を加えることを提案した
い。 
【学会発表予定】日本嚥下障害臨床研究会で発表する。また、日本摂食嚥下ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮ
ﾝ学会誌に論文投稿の予定。 
 
